
中
内
哲
熊
本
大
学
准
教
授
．

三
菫
三
三
三
三
三
二
一
三
三
雪
三
三
三
三
三
二
二
三
三
三
三
言
三
三
三
三
三
二
二
二
三
三
二
三
雲
三
二
二
菫
二
二
三
三
三
三
三
二
三
三
二
二
二
三
三
三
二
三
三
三
言
二
三
三
三
二
三
二
三
二
三
三
二
一
二
二
三
二
三
三
三
三
二
三
二
雪
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
］
］
】
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
崖
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ヨ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

邦
議
会
選
挙
で
破
っ
た
社
〈
玄
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
出
身

０

１
は
じ
め
に

の
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（
の
①
ｓ
四
ａ
ｍ
ｏ
冑
？

Ｑ
円
）
政
権
で
あ
る
。
一
一
○
○
一
一
年
三
月
、
当
時
の
フ

ォ
ル
ク
ス
バ
ー
ゲ
ン
社
（
ざ
房
豊
僧
の
ロ
ン
ロ
）
労
務
担

１
ハ
ル
ッ
改
革
へ
の
道

当
役
員
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ル
ッ
ｓ
日
四
国
日
旦
氏
を
長

ド
イ
ツ
に
お
け
る
失
業
保
険
制
度
の
成
立
は
、
一
九
と
す
る
労
働
市
場
改
革
に
関
す
る
委
員
会
（
ハ
ル
ッ
委

二
七
年
に
制
定
き
れ
た
職
業
紹
介
・
失
業
保
険
法
員
会
）
が
発
足
し
、
同
年
八
月
に
は
同
委
員
会
の
最
終

』
鮪
付
一
刎
籠
ロ
籠
叫
附
篭
蝿
霊
蝿
峨
讃
鯲
熊
罵
鰕
瀧
鵡
川
哨
篭
鰭
繼

行
制
度
の
原
型
が
生
み
出
さ
れ
た
の
は
、
Ａ
Ｖ
Ａ
ｖ
Ｇ
た
。
大
量
失
業
克
服
を
公
約
に
掲
げ
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

を
抜
本
的
に
改
正
し
て
一
九
六
九
年
に
制
定
さ
れ
た
雇
政
権
は
、
翌
九
月
に
行
な
わ
れ
た
連
邦
議
会
選
挙
に
辛

用
促
進
法
（
シ
３
囚
厨
哉
己
臼
目
、
の
、
①
い
①
目
・
追
扁
○
）
と
い
勝
し
（
同
第
一
一
次
政
権
の
発
足
）
、
前
記
答
申
に
も
と
づ

え
腿
・
’
九
九
八
年
一
月
一
日
、
Ａ
Ｆ
Ｇ
は
、
社
会
法
き
、
失
業
保
険
や
職
業
紹
介
を
始
め
と
し
た
既
存
制
度

典
（
、
。
且
巳
、
の
ｍ
・
口
盲
呂
．
、
○
国
）
に
第
一
一
一
編
「
雇
用
促
の
変
更
・
見
直
し
に
本
格
的
に
着
手
す
る
。
具
体
的
に

進
（
シ
＆
①
言
哉
己
①
日
長
）
」
と
し
て
編
入
さ
れ
た
（
以
下
、
は
、
ハ
ル
ッ
第
一
次
～
第
四
次
法
等
に
よ
り
、
数
度
に

同
編
を
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
と
記
す
）
。

わ
た
る
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
の
改
正
、
社
会
法
典
第
二
編
「
求
職

一
九
九
一
年
の
東
西
統
一
の
影
響
も
あ
っ
て
、
一
○
者
の
た
め
の
基
礎
保
障
（
Ｑ
目
目
房
」
＆
円
目
、
霞
『

（
３
）

％
を
超
え
る
高
失
業
率
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
の
少
弓
①
房
回
◎
ず
①
己
⑪
）
」
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅱ
）
の
創
設
等
が
実
行
ざ

労
働
市
場
改
革
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
統
一
後
初
の
連
れ
た
の
で
あ
る
。

邦
首
相
を
務
め
た
へ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ー
ル
（
■
①
旨
昌
二
○
○
五
年
九
月
に
前
倒
し
さ
れ
た
連
邦
議
会
選
挙

界
辻
）
率
い
る
保
守
・
中
道
政
権
を
一
九
九
八
年
の
連
で
誕
生
し
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
出
身

Ｉ
ド
イ
ツ
の
失
業
保
険
制
度

iｉ

現
行
制
度
の
解
説
に
先
だ
ち
、
ハ
ル
ッ
改
革
で
見
直

さ
れ
た
「
失
業
者
（
受
給
権
者
）
へ
の
金
銭
給
付
」
（
Ⅱ

賃
金
補
償
給
付
（
岡
目
橘
①
言
：
同
一
⑦
一
言
ロ
、
の
ロ
）
）
と
い
う

局
面
に
と
く
に
着
目
し
て
、
そ
の
変
更
前
に
お
け
る
失

（
５
）

業
保
険
制
度
の
概
略
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

賃
金
を
基
に
算
定
ざ
れ
労
使
が
折
半
し
て
拠
出
す
る

保
険
料
を
主
た
る
財
源
と
し
て
（
二
○
○
六
年
末
時
点

の
保
険
料
率
は
六
・
五
％
）
、
失
業
手
当
弍
少
弓
・
‐

三
・
の
①
信
の
昼
）
、
パ
ー
ト
労
働
失
業
手
当
型
毎
〕
］
且
〕
⑯
‐

豆
・
§
、
⑰
］
ロ
）
、
障
害
者
（
団
の
言
旦
日
・
）
を
給
付
対
象

と
す
る
経
過
手
当
（
（
ざ
の
旧
目
ｍ
ｍ
ｍ
①
昼
）
、
事
業
所

（
団
の
曰
の
こ
の
操
業
短
縮
に
よ
っ
て
賃
金
の
支
払
い
が

な
さ
れ
な
い
場
合
に
、
当
該
賃
金
不
払
い
の
一
部
を
補

償
す
る
た
め
に
給
付
さ
れ
る
操
業
短
縮
労
働
者
手
当

（
操
短
手
当
・
香
同
旦
邑
国
碩
ｏ
］
□
）
、
使
用
者
の
財
産
に

つ
い
て
破
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
給
付
さ
れ
る

破
産
手
当
（
旨
の
。
』
く
の
ロ
Ｎ
函
①
亘
）
等
の
給
付
が
用
意
さ
れ

（
６
）

て
い
た
。

右
諸
手
当
の
給
付
事
業
や
職
業
紹
介
等
を
実
施
す
る

主
体
・
機
関
と
し
て
、
公
法
上
の
法
人
で
あ
る
連
邦
雇

用
庁
（
切
目
ロ
①
の
自
切
区
［
穿
少
弓
昌
）
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ヶ
ル
（
シ
長
①
］
Ｐ
三
①
鳥
座
）
を
首

班
と
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
大
連
立
政
権
で
も
、
ハ
ル
ッ
委

員
会
の
前
記
答
申
に
沿
っ
た
労
働
市
場
改
革
の
流
れ
は

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。
ハ
ル
ッ
改
革
と
は
、

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
第
二
次
政
権
以
降
の
こ
う
し
た
動
向
を

指
し
て
呼
ば
れ
矼
・

２
ハ
ル
ッ
改
革
直
前
の
失
業
保
険
制
度

⑳
労働法律旬報
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の
下
部
組
織
に
は
、
州
労
働
局
（
巨
己
①
旨
け
①
房
四
目
）
、

州
内
の
各
地
区
に
公
共
職
業
安
定
所
（
職
安
．

シ
弓
⑦
旨
四
目
）
お
よ
び
そ
の
支
所
（
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
蟹
、
〔
①
］
］
・
）
が

置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
各
組
織
に
設
置
さ
れ
た
自
治
的

運
営
機
関
は
、
公
・
労
・
使
に
よ
る
各
同
数
の
代
表
者

を
多
数
構
成
員
と
し
て
い
た
。

失
業
給
付
の
中
核
を
な
す
失
業
手
当
の
受
給
要
件
は
、

①
労
働
者
が
失
業
状
態
（
皇
〕
⑦
】
［
い
］
。
、
）
に
あ
る
こ
と
、

②
職
安
で
失
業
登
録
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
一
定

期
間
（
シ
冒
四
目
＆
禺
目
四
〔
（
本
稿
で
は
「
保
険
料
納

付
期
間
」
と
訳
す
）
）
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と

と
さ
れ
、
そ
の
受
給
額
は
、
扶
養
義
務
を
負
う
子
供
を

有
す
る
失
業
者
の
場
合
、
失
業
前
に
お
け
る
手
取
り
賃

金
（
。
①
局
已
目
の
ｏ
宮
］
】
①
耳
①
Ｚ
①
目
の
貝
、
の
］
□
）
の
六
七
％
、

そ
れ
以
外
の
失
業
者
の
場
合
に
は
当
該
賃
金
の
六
○
％

で
あ
っ
た
。
受
給
期
間
は
、
枠
期
間
（
失
業
前
に
設
定

さ
れ
た
受
給
資
格
取
得
の
た
め
の
算
定
期
間
）
・
保
険

料
納
付
期
間
・
年
齢
を
基
準
と
し
て
表
１
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
た
。

留
意
す
べ
き
は
、
以
上
の
よ
う
な
失
業
保
険
制
度
と

相
ま
っ
て
、
失
業
扶
助
（
シ
３
囚
〔
］
○
ｍ
の
弓
』
］
ず
）
と
呼
ば

れ
る
金
銭
の
給
付
制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
失
業
保
険
と
（
わ
が
国
の
生
活
保
護
に
あ
た

（
７
）

る
）
社
会
扶
助
（
、
＆
Ｐ
］
二
奇
）
と
の
間
に
位
置
し
、

連
邦
の
租
税
に
よ
っ
て
そ
の
費
用
を
賄
わ
れ
て
い
た
。

失
業
扶
助
の
受
給
要
件
は
、
失
業
手
当
で
示
し
た
前

記
①
②
の
ほ
か
、
③
失
業
手
当
請
求
権
を
有
し
な
い
こ

と
、
④
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
（
ワ
の
邑
昼
祠
）
、
⑤

特
別
の
要
件
（
失
業
手
当
の
受
給
終
了
者
や
保
険
料
納

ハ
ル
ッ
改
革
に
よ
る
失
業
保
険
制
度
の
変
更
点
は
多

岐
に
わ
た
る
も
の
の
、
失
業
者
（
受
給
権
者
）
へ
の
金

銭
給
付
（
賃
金
補
償
給
付
）
に
着
目
し
た
前
述
と
の
関

（
８
）

係
で
は
、
つ
ぎ
の
一
二
点
を
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

二
○
○
五
年
一
月
一
日
以
降
、
①
従
来
の
失
業
手
当
は

（
９
）

現
行
制
度
に
も
引
き
継
が
れ
た
が
（
以
下
で
は
、
失
業

手
当
Ｉ
（
シ
弓
①
三
・
の
①
長
①
］
Ｑ
Ｈ
）
と
記
す
）
、
そ
の
受
給

要
件
・
日
数
等
は
従
前
に
比
し
て
厳
格
化
あ
る
い
は
縮

減
さ
れ
た
こ
と
、
②
失
業
扶
助
は
社
会
扶
助
の
一
部
と

統
合
さ
れ
、
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅱ
を
根
拠
法
と
す
る
失
業
手
当
Ⅱ

（
皿
）

（
少
己
①
三
・
ｍ
の
二
ｍ
の
］
ロ
ロ
）
と
し
て
ま
っ
た
く
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
③
二
○
○
四
年
一
月
一

日
以
降
、
そ
れ
ま
で
失
業
手
当
・
失
業
扶
助
の
給
付
事

業
や
職
業
紹
介
等
を
実
施
し
て
き
た
連
邦
一
雇
用
庁
（
お

よ
び
、
そ
の
下
部
組
織
）
は
、
公
法
上
の
法
人
で
あ
り

付
期
間
が
五
ヵ
月
以
上
あ
る
者
等
）
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
と
さ
れ
、
受
給
額
は
、
扶
養
義
務
を
負
う
子
供
を

有
す
る
失
業
者
の
場
合
、
失
業
前
に
お
け
る
手
取
り
賃

金
の
五
七
％
、
そ
れ
以
外
の
失
業
者
の
場
合
に
は
当
該

賃
金
の
五
三
％
で
あ
っ
た
。
受
給
期
間
は
一
年
間
で
あ

る
が
、
要
件
が
充
足
し
て
い
れ
ば
受
給
の
更
新
が
認
め

ら
れ
た
（
た
だ
し
、
当
該
扶
助
請
求
権
は
、
受
給
権
者

が
満
六
五
歳
に
達
し
た
翌
月
一
日
に
消
滅
）
。

ハ
ル
ッ
改
革
直
前
の
二
○
○
四
年
に
お
け
る
失
業
手

当
受
給
者
は
一
八
四
万
五
○
○
○
人
弱
、
失
業
扶
助
受

給
者
は
一
三
○
万
人
弱
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
ハ
ル
ッ
改
革
後
の
現
行
失
業
保
険
制
度

同
手
当
の
受
給
要
件
は
、
①
労
働
者
が
、
②
｜
定
期

間
、
保
険
料
を
納
付
し
、
③
所
轄
Ａ
Ａ
に
失
業
を
届
け

出
て
い
て
（
二
①
亘
の
）
、
④
実
際
に
失
業
状
態
（
且
〕
③
三
・
の
）

に
あ
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
（
以
下
、

と
く
に
断
る
必
要
が
な
い
限
り
、
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
の
表
記
を

省
略
）
二
八
条
一
項
）
。

①
労
働
者
に
は
、
い
わ
ゆ
る
僅
少
労
働
（
月
収
四
○

○
ユ
ー
ロ
以
内
で
就
労
期
間
が
最
長
二
ヵ
月
あ
る
い
は

（
凪
〉

労
働
日
数
五
○
日
以
内
の
労
働
）
に
従
事
す
る
者

一
一
一
人
の
理
事
が
運
営
す
る
連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

（
田
口
己
①
、
四
ｍ
①
ご
月
毎
［
シ
弓
四
（
・
田
シ
）
を
頂
点
と
し
て
、

全
国
一
○
箇
所
の
地
域
統
括
局
（
閃
①
四
・
日
巨
円
の
三
目
）
、

各
地
域
内
の
失
業
者
・
求
職
者
と
直
に
接
す
る
雇
用
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
シ
、
の
日
日
蔑
爲
シ
Ｓ
の
】
［
・
シ
シ
、
一
七

八
箇
所
）
お
よ
び
そ
の
支
所
（
○
①
の
○
三
房
［
の
］
］
①
、
約
六

六
○
箇
所
）
に
大
幅
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ

第
一
一
一
章
三
六
七
条
以
下
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前（
皿
）

記
①
失
業
手
当
Ｉ
、
②
同
手
当
Ⅱ
の
順
に
見
て
い
こ
う
。

な
お
、
同
改
革
が
前
掲
１
２
で
述
べ
た
従
前
の
制
度

（
以
下
、
旧
制
度
）
の
骨
格
、
つ
ま
り
、
賃
金
を
基
に

算
定
ざ
れ
労
使
折
半
で
拠
出
す
る
保
険
料
を
主
た
る
財

（
吃
）

源
と
し
て
各
種
手
当
の
給
付
を
賄
う
と
い
う
仕
組
み
自

体
に
手
を
加
え
な
か
っ
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
保
険
料
率
は
二
○
○
七
年
一

月
一
日
に
四
・
二
％
へ
、
二
○
○
八
年
一
月
一
日
か
ら

は
一
一
一
・
’
一
一
％
へ
引
き
下
げ
ら
れ
た
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
一
一
一
四
一

条
二
項
）
。

１
失
業
手
当
Ｉ

⑳
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表１ （
勺
の
『
の
ｏ
ｐ
８
Ｂ
⑩
］
目
的
①
昌
昌
四
ｍ
①
ご
口
⑩
喜
喜
、
目
、
）

や
満
六
五
歳
以
上
の
者
等
は
含
ま
れ
な
い
（
二
七
条
・

二
八
条
）
。
②
に
い
う
一
定
期
間
（
保
険
料
納
付
期
間
）

と
は
、
失
業
状
態
に
陥
る
以
前
二
年
間
の
う
ち
一
二
カ

月
間
で
あ
る
（
一
一
一
三
条
．
一
一
一
四
条
）
。
③
労
働
者
目

（
Ⅱ
）

ら
が
所
轄
Ａ
Ａ
に
出
頭
し
て
行
な
う
当
該
届
出
は
、
失

業
後
だ
け
で
は
な
く
、
失
業
が
見
込
ま
れ
る
三
ヵ
月
前

か
ら
行
な
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
一
二
二
条
一
項
）
。

他
方
、
こ
の
届
出
の
効
力
は
、
失
業
が
六
週
間
を
超
え

て
中
断
し
た
時
、
再
就
職
や
自
営
業
等
へ
の
従
事
を
当ＬＬ■'二1１ 該

Ａ
Ａ
に
報
告
し
な
か
っ
た
時
に
は
消
失
す
る
（
同
条

二
項
）
。

④
失
業
状
態
（
四
３
の
三
・
ｍ
）
か
否
か
の
判
断
基
準
は
、

ア
・
就
業
の
機
会
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
、
イ
・
当
該

喪
失
の
解
消
へ
向
け
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
、
ウ
・
所

轄
Ａ
Ａ
の
職
業
紹
介
に
応
じ
ら
れ
る
こ
と
、
以
上
三
点

で
あ
る
（
二
九
条
一
項
）
。
ウ
に
い
う
Ａ
Ａ
に
よ
る
職

業
紹
介
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
と
っ
て
「
就

労
が
期
待
で
き
る
（
目
白
巨
弓
日
因
の
ｍ
・
蔑
監
、
目
、
）
」
も
の

と
評
価
さ
れ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
労
働
者
は
、
法
定

【出典】古瀬徹＝塩野谷祐一編『先進諸国の社会保障４ドイツj(東京大学出版会、
1999年）９８頁に掲載された表5-1［西村健一郎担当］を加工。

表２ Ａｌ了三

事
由
（
一
二
一
条
一
一
項
以
下
）

（
胴
）

に
該
当
し
な
い
限
り
、
当
該
Ａ

Ａ
の
職
業
紹
介
を
拒
否
で
き
ず
、

こ
れ
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
失
業
手
当
Ｉ
の
受
給
を

停
止
さ
れ
る
と
い
う
不
利
益
を
被
る
二
四
四
条
一
項
）
。

こ
の
時
の
受
給
停
止
（
わ
が
国
で
い
う
給
付
制
限
）
期

間
（
、
己
の
ロ
凶
昌
）
は
一
一
一
週
間
で
あ
る
が
（
拒
否
一
回
目

の
場
合
）
、
そ
の
拒
否
回
数
が
重
な
る
に
つ
れ
て
当
該
期

間
は
六
週
間
や
一
二
週
間
に
延
長
さ
れ
る
（
同
条
四
項
）
。

右
の
ほ
か
、
失
業
手
当
Ｉ
の
受
給
停
止
事
由
と
し
て

は
、
当
該
失
業
者
が
傷
病
手
当
や
老
齢
年
金
等
、
他
の

給
付
を
受
給
す
る
場
合
（
一
四
二
条
『
使
用
者
に
対
し

て
賃
金
請
求
権
等
を
な
お
有
す
る
場
合
（
一
四
三
条
）
、

労
働
放
棄
（
シ
Ｓ
⑩
房
目
付
号
の
）
、
失
業
解
消
へ
向
け
た

自
主
努
力
を
憾
怠
す
る
卍
目
目
Ｈ
、
言
の
四
ｍ
の
弓
の
曰
ロ
ー

盲
信
目
）
場
合
（
一
四
四
条
一
項
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

と
く
に
同
項
所
定
の
事
由
は
細
か
く

場
合
分
け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

た
受
給
停
止
期
間
（
最
短
一
週
間
か

ら
最
長
一
二
週
間
ま
で
）
が
設
け
ら

れ
て
い
る
（
同
条
三
項
以
下
）
。

受
給
金
額
は
、
旧
制
度
と
同
様
、

扶
養
義
務
を
負
う
子
供
を
有
す
る
労

働
者
の
場
合
、
失
業
前
に
お
け
る
手

取
り
賃
金
の
六
七
％
、
そ
れ
以
外
の

労
働
者
の
場
合
に
は
当
該
賃
金
の
六

○
％
で
あ
る
が
（
一
二
九
条
）
、
そ
の

受
給
期
間
は
、
旧
制
度
と
比
べ
る
と
、

表
２
の
よ
う
に
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た

（
一
二
七
条
二
項
）
。

こ
う
し
た
失
業
手
当
Ｉ
の
給
付
事

業
は
、
前
述
し
た
Ｂ
Ａ
（
お
よ
び
、

⑳
労働法律旬報

特集／比較法研究一欧米四カ国と中国の失業保険制度

保険料納付期間 枠期間(年） 失業時の年齢 受給期間(箇月）

12カ月以上 ３ 45歳未満 ６

16カ月以上 ７ 同上 ８

20カ月以上 同上 同上 1０

24カ月以上 |司上 同上 1２

28カ月以上 同上 45歳以上 1４

32カ月以上 同上 同上 1６

36カ月以上 同上 同上 1８

40カ月以上 同上 47歳以上 2０

44カ月以上 同上 |司上 2２

48カ月以上 同上 52歳以上 2４

52カ月以上 同上 同上 2６

56カ月以上 同上 57歳以上 2８

60カ月以上 同上 |可上 3０

64カ月以上 同上 同上 3２

保険料納付期間 給付期間（筒月）

12カ月以上 ６

16カ月以上 ８

20カ月以上 1０

24カ月以上 1２

＜満50歳以上の特例＞

30カ月以上（満50歳～） 1５

36カ月以上（満55歳～） 1８

48カ月以上（満58歳～） 2４



同
手
当
の
受
給
要
件
は
、
①
満
一
五
歳
以
上
六
五
歳

未
満
で
、
②
稼
得
能
力
を
有
し
（
団
冒
＆
鳥
臣
、
豆
［
）
、

③
扶
助
の
必
要
が
あ
り
（
国
辱
す
①
呂
曼
、
豆
〔
・
要
扶

助
性
『
④
ド
イ
ツ
国
内
を
通
常
の
居
所
と
す
る
者
で
あ

る
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅱ
（
以
下
、
と
く
に
断
る
必
要
が
な
い
限

り
、
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅱ
の
表
記
を
省
略
己
七
条
一
項
）
。
従
前
の

失
業
扶
助
と
失
業
手
当
は
共
通
の
受
給
要
件
を
有
し
て

い
た
の
に
対
し
、
失
業
手
当
Ⅱ
の
当
該
要
件
は
、
失
業

手
当
Ｉ
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
独
立
し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
。

②
稼
得
能
力
を
有
す
る
と
は
、
今
後
相
当
な
期
間

（
Ⅳ
）

（
口
昌
昌
・
亘
９
ｍ
の
ご
閂
の
Ｎ
の
】
戸
）
の
内
に
、
「
疾
病
ま
た
は

障
害
に
よ
り
、
一
般
労
働
市
場
の
通
常
の
条
件
下
で
少

な
く
と
も
一
日
あ
た
り
三
時
間
以
上
就
労
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
」
と
は
い
え
な
い
場
合
と
さ
れ
る
（
八
条
一

項
）
。③
要
扶
助
状
態
と
は
、
ァ
・
期
待
可
能
な
労
働

（
目
白
ロ
冒
月
シ
己
①
】
（
）
の
受
け
入
れ
、
ま
た
は
、
イ
・

考
慮
対
象
と
な
る
収
入
や
資
産
に
よ
っ
て
も
、
自
ら
の

生
計
を
確
保
す
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
も
し
く
は
一
部
に

つ
い
て
不
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
必
要
な
援
助
を
他
者

そ
の
下
部
組
織
）
が
所
管
す
る
（
三
六
八
条
）
。
同
手
当

請
求
権
は
四
年
で
消
滅
時
効
を
迎
え
る
が
二
四
七
条

一
一
項
『
受
給
停
止
期
間
開
始
か
ら
総
計
二
一
週
間
を
経

過
す
る
と
失
効
す
る
（
同
条
一
項
二
号
）
。
二
○
○
七
年

に
お
け
る
当
該
手
当
受
給
者
数
は
一
○
八
万
人
弱
で
あ

っ
た
。

〈
胆
）

２
失
業
手
山
三
Ⅱ

か
ら
得
ら
れ
な
い
場
合
を
基
本
的
に
は
意
味
す
る
（
九

条
一
項
）
。
ァ
・
期
待
可
能
な
労
働
と
は
、
法
定
事
由
に

該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
失
業
手
当
Ⅱ
の
給
付
を
所
管

す
る
機
関
（
後
述
）
か
ら
の
職
業
紹
介
す
べ
て
が
該
当

す
る
二
○
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
受
給
権
者
が
こ
の
職

業
紹
介
を
拒
否
す
れ
ば
、
失
業
手
当
Ⅱ
は
、
ま
ず
三
カ

月
間
に
わ
た
り
三
○
％
減
額
さ
れ
、
そ
の
拒
否
が
重
な

る
た
び
に
三
○
％
減
額
さ
れ
、
最
終
的
に
は
当
該
手
当

の
支
給
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
三
一
条
）
。
イ
・

考
慮
対
象
収
入
と
は
現
金
ま
た
は
金
銭
的
価
値
を
有
す

る
す
べ
て
の
収
入
（
二
条
一
項
『
考
慮
対
象
資
産
と

は
換
価
可
能
な
財
産
物
（
一
二
条
一
項
）
を
指
す
が
、

双
方
と
も
に
、
社
会
保
険
料
等
、
一
定
額
が
控
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
一
一
条
二
項
・
三
項
、
’
一
一

条
二
項
・
三
項
）
。
な
お
、
失
業
手
当
Ⅱ
の
受
給
権
者
が

（
肥
）

需
要
共
同
体
（
団
ａ
四
号
、
①
曰
③
言
・
宮
津
）
を
形
成
し
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
の
構
成
員
の
収
入
・
資
産
も
考
慮

対
象
と
な
る
（
九
条
二
項
）
。

旧
制
度
の
失
業
扶
助
が
失
業
前
の
手
取
り
賃
金
に
対

す
る
定
率
額
だ
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
失
業
手
当
Ⅱ

の
受
給
額
は
表
３
の
よ
う
に
定
額
化
さ
れ
た
（
二
○
条

一
一
項
・
三
項
）
。

当
該
手
当
の
ほ
か
、
妊
婦
・
単
身
者
・
障
害
を
有
す

る
要
扶
助
者
を
対
象
と
す
る
追
加
需
要
→
二
ｇ
Ｓ
ａ
臼
‐

陣
の
．
一
二
条
『
住
居
お
よ
び
暖
房
に
関
す
る
実
費
（
一
一

二
条
『
需
要
共
同
体
に
お
け
る
稼
得
能
力
の
な
い
構
成

員
に
対
す
る
社
会
手
当
（
、
。
旨
］
、
の
亘
・
’
一
八
条
）
、
さ

ら
に
は
、
失
業
手
当
Ｉ
の
受
給
終
了
後
二
年
以
内
に
失

業
手
当
Ⅱ
を
受
給
す
る
者
に
対
す
る
期
限
付
き
加
算
手

前
述
の
よ
う
に
、
失
業
手
当
Ｉ
・
同
Ⅱ
と
も
、
そ
の

受
給
権
者
は
、
Ａ
Ａ
あ
る
い
は
協
同
組
織
か
ら
の
職
業

紹
介
を
、
限
定
さ
れ
た
法
定
事
由
に
該
当
し
な
い
限
り
、

事
実
上
、
拒
否
で
き
な
い
構
造
に
な
っ
て
お
り
（
拒
否

す
れ
ば
、
当
該
手
当
の
受
給
停
止
や
減
額
（
最
終
的
に

は
失
効
・
廃
止
）
が
待
ち
受
け
て
い
る
）
、
そ
の
意
味
で
、

失
業
手
当
給
付
事
業
と
職
業
紹
介
事
業
と
の
連
関
は
き

わ
め
て
密
接
と
い
え
る
。

と
り
わ
け
、
失
業
手
当
Ⅱ
受
給
者
は
長
期
失
業
者
が

占
め
、
そ
の
多
く
は
職
業
教
育
を
受
け
て
い
な
い
無
（
も

（
加
）

し
く
は
低
）
資
格
者
と
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

当
該
受
給
者
の
労
働
力
の
活
用
（
Ⅱ
労
働
市
場
へ
の
統

（
旧
）

当
（
す
①
、
【
量
①
（
の
Ｈ
凶
巨
の
◎
亘
四
ｍ
・
’
一
四
条
）
等
の
給
付
も
準

備
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
失
業
手
当
Ⅱ
（
お
よ
び
諸
手
当
）
の
財
源

は
、
従
前
の
失
業
扶
助
と
同
様
、
連
邦
の
租
税
で
賄
わ

れ
（
四
六
条
一
項
）
、
そ
の
給
付
事
業
を
原
則
的
に
所
管

す
る
の
は
、
（
社
会
扶
助
の
給
付
事
業
を
担
う
）
地
方

自
治
体
と
Ａ
Ａ
と
が
協
力
し
て
作
る
組
織
Ⅱ
協
同
組
織

（
シ
Ｓ
①
房
、
の
白
①
旨
・
言
、
［
）
で
あ
り
（
四
四
ｂ
条
一
項
）
、

こ
の
協
同
組
織
が
失
業
手
当
Ⅱ
に
関
わ
る
第
一
次
的
不

服
申
立
に
も
あ
た
る
（
同
条
一
一
一
項
）
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
当
該
手
当
の
受
給
に
関
し
て
は
、

失
業
手
当
Ｉ
と
同
様
、
申
請
（
シ
ロ
目
、
）
主
義
が
採
用

さ
れ
て
い
る
（
三
七
条
一
項
）
。
一
一
○
○
七
年
の
失
業
手

当
Ⅱ
受
給
者
は
五
二
七
万
六
○
○
○
人
余
で
あ
っ
た
。

Ⅲ
失
業
給
付
と
職
業
紹
介
と
の
関
係

③
No.1684-2008.11.25
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表３

合
）
が
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
、
法
律
上
、
そ
れ
は
「
要

請
の
原
則
（
○
日
己
の
§
号
、
祠
・
ａ
の
曰
の
）
」
と
し
て
、
「
稼

得
能
力
を
有
す
る
要
扶
助
者
…
…
は
、
…
…
そ
の
要
扶

助
状
態
を
終
了
ま
た
は
軽
減
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
駆
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
要
扶
助
者

は
、
…
…
労
働
へ
の
統
合
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
措
置
に

積
極
的
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
労
働

市
場
に
お
け
る
稼
働
が
当
面
不
可
能
な
場
合
に
は
、
当【出典】労働政策研究報告書No.６９『ドイツにおける労働市場改革j((独）労働政策研究．

研修機構、2006年）４０頁に掲載された第３－３－１表［根本到担当］を加工。

こ
う
し
た
長
期
失
業
者
で
あ
る
失
業
手
当
Ⅱ
受
給
者

の
労
働
市
場
へ
の
統
合
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
一

つ
が
、
所
轄
Ａ
Ａ
と
同
手
当
受
給
権
者
と
の
間
で
締
結

さ
れ
る
統
合
協
定
で
あ
る
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅱ
｜
五
条
）
。

こ
の
協
定
で
は
、
当
該
受
給
者
に
対
す
る
給
付
内
容

（
職
業
紹
介
・
職
業
訓
練
等
）
や
、
そ
れ
に
対
し
て
当

該
受
給
者
が
行
な
う
べ
き
努
力
の
内
容
・
頻
度
、
そ
の

努
力
を
証
明
す
る
方
法
が
六
ヵ
月
を
期
間
と
し
て
定
め

ら
れ
る
（
同
条
一
項
）
。
な
お
、
協
定
当
事
者
が
合
意
で

き
な
い
場
合
、
統
合
協
定
の
前
記
内
容
は
、
行
政
行
為

（
諄
昌
巴
［
目
、
四
畳
）
と
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
る
（
同
項
六
文
）
。

当
該
受
給
者
が
こ
の
協
定
に
も
と
づ
き
、
社
会
保
険

加
入
義
務
を
負
担
す
る
雇
用
労
働
あ
る
い
は
自
営
業
務

へ
の
従
事
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
入
職
手
当

（
団
言
［
〕
の
、
の
、
の
丘
）
を
獲
得
で
き
る
可
能
性
が
生
じ
る
（
同

法
二
九
条
一
項
）
。
同
手
当
の
額
は
、
失
業
期
間
や
当
該

受
給
者
の
需
要
共
同
体
の
規
模
を
考
慮
し
て
算
定
さ
れ
、

そ
の
支
払
期
間
は
最
長
二
四
ヵ
月
で
あ
る
（
同
条
二
項
）
。

該
要
扶
助
者
は
、
自
ら
に
提
供
さ
れ
る
期
待
可
能
な
労

働
機
会
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ

Ⅱ
一
一
条
一
項
『
他
方
、
「
支
援
の
原
則
（
○
已
己
閨
Ｎ
Ｑ
の
、

田
ａ
の
曰
の
）
」
と
し
て
、
「
［
失
業
手
当
Ⅱ
の
］
給
付
主
体

は
、
稼
得
能
力
を
有
す
る
要
扶
助
者
を
、
労
働
へ
の
統

合
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
包
括
的
に
支
援
す
る
。
」
（
同

法
一
四
条
）
と
い
う
文
言
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

１
統
合
協
定
（
ｍ
ヨ
ロ
一
一
の
。
の
「
Ｅ
コ
ロ
の
く
の
『
の
一
コ
ｇ
「
こ
つ
□
）

以
上
の
検
討
に
照
ら
し
て
、
ハ
ル
ッ
改
革
前
後
に
お

け
る
ド
イ
ツ
失
業
保
険
制
度
の
変
化
を
鳥
鰍
す
る
と
、

①
労
使
折
半
で
保
険
料
を
拠
出
す
る
社
会
保
険
制
度
と

い
う
従
来
の
枠
組
み
の
根
幹
は
継
承
し
つ
つ
も
、
②
旧

制
度
の
失
業
手
当
・
失
業
扶
助
を
現
行
の
失
業
手
当

Ｉ
・
同
手
当
Ⅱ
へ
と
移
行
す
る
際
に
、
そ
の
受
給
要

件
・
日
数
等
を
厳
格
化
も
し
く
は
縮
減
す
る
と
同
時
に
、

③
当
該
手
当
Ｉ
．
Ⅱ
の
受
給
と
職
業
紹
介
を
は
じ
め
と

す
る
再
就
職
支
援
策
と
を
よ
り
強
く
連
動
さ
せ
る
、
以

上
一
一
一
点
に
立
脚
し
て
、
失
業
者
を
労
働
市
場
へ
戻
す
（
統

合
す
る
）
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

雇
用
労
働
に
せ
よ
、
自
営
業
務
に
せ
よ
、
失
業
手
当

Ⅱ
受
給
者
が
従
事
す
べ
き
具
体
的
な
職
を
探
知
で
き
な

い
場
合
に
提
供
さ
れ
る
の
が
、
公
益
に
関
わ
る
追
加
的

就
労
機
会
（
○
の
｜
①
、
の
弓
①
】
［
８
三
百
．
守
三
亘
①
ご

旨
〔
の
Ｈ
①
ｍ
の
①
］
】
①
、
の
ご
□
の
．
Ｂ
＆
［
Ｎ
］
】
＆
の
シ
Ｓ
の
】
（
①
ロ
）
Ⅱ
｜
ユ
ー

｛
即
）

ロ
・
ジ
ョ
ブ
で
あ
る
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅱ
一
六
条
一
二
項
）
。
こ
れ

は
、
自
治
体
や
福
祉
団
体
に
お
け
る
時
給
一
～
ニ
ュ
ー

ロ
の
仕
事
で
あ
り
、
週
三
○
時
間
ま
で
に
制
限
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
就
労
は
労
働
契
約
関
係
を
生
じ
さ

せ
な
い
も
の
の
、
労
働
保
護
規
定
等
の
適
用
を
受
け
る

と
さ
れ
る
。

Ⅳ
お
わ
り
に

１
こ
れ
ま
で
の
ハ
ル
ッ
改
革
と
現
状

２
｜
ユ
ー
ロ
・
ジ
ョ
ブ
（
二
ｍ
昌
○
」
。
□
）

⑳
労働法律旬報

特集／比較法研究一欧米四カ国と中国の失業保険制度

支給対象者 支給額（月額・ユーロ）

単身者／単親者／

未成年者をパートナーとする者

345

(1人あたり）

需要共|司体に２名の成人

(パートナーを含む）

311

(345ユーロ／人の90％）

稼得能力を有する未成年の構成員 276

(345ユーロ／人の80％）



Ｂ
Ａ
の
二
○
○
七
年
業
務
報
告
書
（
。
①
の
＆
壁
厨
‐

す
＆
◎
宮
）
に
よ
れ
蝿
、
最
近
の
失
業
率
は
一
一
・
七
％

（
一
一
○
○
五
年
）
↓
一
○
・
六
％
（
一
一
○
○
六
年
）
↓

九
・
○
％
（
二
○
○
七
年
）
へ
と
漸
減
し
、
二
○
○
七

年
の
失
業
者
数
は
二
○
○
四
年
以
来
四
○
○
万
人
を
下

回
る
三
七
七
万
六
○
○
○
人
に
と
ど
ま
っ
た
結
果
、
一
一

○
○
七
年
の
失
業
手
当
Ｉ
（
お
よ
び
パ
ー
ト
労
働
失
業

手
当
）
の
支
給
総
額
は
、
二
○
○
六
年
の
一
一
一
一
八
億
八

○
○
○
万
ユ
ー
ロ
か
ら
一
六
九
億
二
○
○
○
万
ユ
ー
ロ

に
減
少
し
た
。
景
気
動
向
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ハ
ル
ッ
改
革
に
よ
っ
て
顕
在
化

し
た
プ
ラ
ス
の
一
面
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。

他
方
、
失
業
手
当
給
付
事
業
の
所
管
機
関
に
向
け
て

は
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
効
率
的
な
運
営
を
め
ざ
す

組
織
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
前
掲
Ｂ
Ａ
二
○
○
七
年
業

務
報
告
書
で
は
、
二
○
○
六
年
・
一
一
○
○
七
年
の
財
政

が
実
質
的
な
剰
〈
不
金
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
れ
も
右
と

同
様
の
評
価
を
与
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
宮
目
①
の
ぐ
①
臥
開
‐

の
目
ｍ
ｍ
ｍ
ｇ
ｏ
言
）
第
「
一
法
廷
一
一
○
○
七
年
一
一
一
月
一
一
○

日
判
決
に
よ
り
、
失
業
手
当
Ⅱ
の
給
付
事
業
等
を
所
管

す
る
協
同
組
織
の
法
的
根
拠
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅱ
四
四
ｂ
条
は

（
わ
が
国
の
憲
法
に
あ
た
る
）
基
本
法
二
八
条
二
項
・

同
条
一
一
一
項
・
八
三
条
に
違
反
す
る
（
違
憲
で
あ
る
）
と

（
麹
）

判
断
さ
れ
た
た
め
、
現
在
、
法
改
正
作
業
が
進
行
中
と

い
う
。
ま
た
、
ハ
ル
ッ
改
革
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
面
と
し

て
、
月
収
四
○
○
ユ
ー
ロ
以
内
の
ミ
ー
ー
・
ジ
ョ
ブ

（
三
】
且
・
す
）
労
働
者
の
増
加
を
指
摘
す
る
見
解
が
存
在

２
わ
が
国
へ
の
若
干
の
示
唆

わ
が
国
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
失
業
率
が
続
く
ド
イ

ツ
に
お
い
て
（
一
一
○
○
七
年
平
均
失
業
率
皿
日
本
三
・

九
％
、
ド
イ
ツ
九
・
○
％
『
失
業
手
当
の
給
付
日
数
を

短
縮
す
る
、
あ
る
い
は
、
失
業
扶
助
制
度
を
抜
本
的
に

見
直
す
等
、
失
業
者
に
対
す
る
給
付
（
Ⅱ
保
護
）
を
従

来
か
ら
大
幅
に
後
退
さ
せ
る
ハ
ル
ッ
改
革
を
経
て
も
な

お
、
①
失
業
手
当
Ｉ
の
給
付
日
数
は
わ
が
国
の
一
般
求

職
者
給
付
の
そ
れ
よ
り
長
く
、
ま
た
、
②
厳
格
な
要
件

下
で
の
支
給
で
は
あ
る
が
、
失
業
手
当
Ｉ
と
社
会
扶
助

と
の
間
に
失
業
手
当
Ⅱ
が
設
定
き
れ
て
い
る
、
と
い
う

二
点
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
も
ち
ろ
ん
、
両
国

の
保
険
料
率
に
倍
以
上
の
差
が
あ
る
こ
と
も
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。

と
り
わ
け
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
現
在
、
格
差
の
拡

大
や
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ァ
の
大
量
出
現
が
解
決
す
べ
き

社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
（
失
業

す
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
ミ
ニ
・
ジ
ョ
ブ
労
働
者
は
失
業

保
険
か
ら
除
外
き
れ
る
（
前
掲
Ⅱ
１
）
等
、
通
常
の
労

働
者
に
比
し
て
不
安
定
な
立
場
に
置
か
れ
る
、
②
ミ

ニ
・
ジ
ョ
ブ
は
、
失
業
者
と
正
規
就
労
と
の
橋
渡
し
の

役
割
を
担
っ
て
い
な
い
、
と
い
っ
た
評
価
に
裏
打
ち
ざ

（
別
）

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
一
一
○
○
八
年
一
二
月
現

在
、
約
六
八
○
万
人
が
ミ
ニ
・
ジ
ョ
ブ
に
従
事
す
る
と

（
弱
）

の
統
計
結
果
が
出
き
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
明
暗
両
面
を
抱
え
る
ド
イ
ツ
の
労
働
市

場
改
革
は
、
い
ま
だ
道
半
ば
と
い
え
、
今
後
も
試
行
と

評
価
を
並
行
き
せ
な
が
ら
進
む
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

手
当
Ⅱ
を
含
む
）
ド
イ
ツ
の
失
業
保
険
制
度
は
、
雇
用

保
険
制
度
だ
け
で
な
く
、
生
活
保
護
制
度
の
あ
る
べ
き

将
来
像
に
も
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
・
方
向
性
を
投
げ

（
溺
）

か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
）
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ｇ
に
つ
い
て
は
、
小
西
康
之
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル

期
に
お
け
る
失
業
保
険
制
度
成
立
の
道
程
」
法
学
論
叢
［
明

治
大
学
法
律
研
究
所
］
七
三
巻
一
一
・
三
号
（
’
一
○
○
○
年
）

三
六
五
頁
等
参
照
。

（
２
）
Ａ
Ｆ
Ｇ
に
つ
い
て
は
、
林
迪
廣
ほ
か
「
雇
用
保
障
法
研

究
序
説
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
七
五
年
）
二
五
二
頁
以
下

［
石
松
亮
二
執
筆
］
等
参
照
。

（
３
）
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅱ
の
邦
訳
条
文
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
社
会
法

典
研
究
会
訳
「
社
会
法
典
第
二
編
（
求
職
者
に
対
す
る
基

礎
保
障
）
・
第
一
二
編
（
社
会
扶
助
）
』
（
二
○
○
五
年
）
’

二
～
四
八
頁
を
参
照
し
た
。

（
４
）
同
改
革
に
関
し
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
成
果
が
存

在
し
、
二
○
○
八
年
一
○
月
一
一
一
日
（
日
）
に
東
洋
大
学

で
開
催
さ
れ
た
日
本
社
会
保
障
法
学
会
第
五
四
回
大
会
で

は
、
「
雇
用
・
社
会
保
障
法
制
の
交
錯
と
新
展
開
～
ド
イ

ツ
・
ハ
ル
シ
改
革
に
見
る
示
唆
～
」
が
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
古
瀬
徹
Ⅱ
塩
野
谷
祐
一
編
「
先
進
諸
国
の
社
会
保
障
４

ド
イ
ツ
罠
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
九
九
年
）
第
五
章

（
と
く
に
八
七
頁
以
下
罠
西
村
健
一
郎
執
筆
］
、
苧
谷
秀
信

「
ド
イ
ツ
の
労
働
」
（
日
本
労
働
研
究
機
構
、
二
○
○
一
年
）

第
七
章
（
二
○
八
頁
以
下
）
等
参
照
。

（
６
）
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
建
設
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対

す
る
冬
季
手
当
（
三
二
［
の
旧
ｏ
－
ｅ
や
冬
季
休
業
手
当

⑭
No.'684-2008.11.25
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（
ミ
ヨ
［
：
后
芭
一
ｍ
の
一
Ｑ
）
の
給
付
も
予
定
さ
れ
て
い
た
。
古

瀬
Ⅱ
塩
野
谷
編
・
前
掲
注
（
５
）
書
一
○
二
頁
以
下
［
西

村
健
一
郎
執
筆
］
、
苧
谷
・
前
掲
注
（
５
）
書
二
二
四
頁
以

下
等
参
照
。

（
７
）
こ
れ
を
二
○
○
四
年
末
ま
で
規
制
し
て
い
た
連
邦
社
会

扶
助
法
（
田
口
己
の
ｍ
ｍ
ｏ
Ｎ
一
四
一
三
一
許
、
の
⑫
の
白
）
は
、
社
会
法
典
に

第
一
○
編
「
社
会
扶
助
」
ａ
○
国
×
）
と
し
て
編
入
さ
れ
、

同
編
は
二
○
○
五
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

（
８
）
本
稿
は
正
面
か
ら
取
り
上
げ
な
い
が
、
旧
制
度
で
は
も

ち
ろ
ん
、
現
行
の
失
業
保
険
制
度
で
も
、
賃
金
補
償
給
付

だ
け
で
な
く
、
使
用
者
に
対
す
る
助
成
金
給
付
事
業

（
Ｆ
の
一
⑫
［
目
、
①
口
目
シ
弓
の
信
①
す
の
［
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
Ｓ

Ｇ
Ｂ
Ⅲ
第
五
章
二
一
七
条
以
下
参
照
）
。
た
と
え
ば
、
新
た

に
創
出
さ
れ
た
職
場
に
失
業
者
を
期
間
の
定
め
の
な
い
一
雇

用
と
し
て
採
用
す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
新
規
採
用
助
成

金
（
両
旨
、
［
の
］
一
目
、
、
日
切
呂
巨
⑫
い
す
の
】
Ｚ
の
臣
、
己
己
目
、
）
（
同
法
一
一

二
五
条
以
下
）
が
あ
る
。

（
９
）
旧
制
度
に
お
け
る
パ
ー
ト
労
働
手
当
・
経
過
手
当
・
操

短
手
当
・
破
産
手
当
は
引
き
継
が
れ
た
が
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
’

一
六
条
一
～
五
号
参
照
）
、
建
設
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に

対
す
る
冬
季
手
当
等
は
廃
止
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

（
、
）
連
邦
社
会
裁
判
所
（
田
口
己
①
い
め
。
■
且
、
①
国
・
宮
）
第
一
一
ｂ

法
廷
一
一
○
○
六
年
一
一
月
一
一
三
日
判
決
（
国
の
○
両
曰
も
ａ
）

は
、
当
該
手
当
の
合
憲
性
を
認
め
た
。

（
ｕ
）
失
業
手
当
Ｉ
・
同
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
労
働
政
策
研
究
報

告
書
川
的
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
市
場
改
革
Ｉ
そ
の
評

価
と
展
望
Ｉ
』
〈
（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、
二

○
○
六
年
）
、
同
報
告
書
肋
拠
「
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
労

働
・
雇
用
政
策
と
社
会
保
障
」
（
同
機
構
、
二
○
○
七
年
）

（
旧
）
具
体
的
に
は
、
そ
の
就
労
が
労
働
関
連
法
規
・
労
働
協

約
（
目
回
守
⑪
日
四
ｍ
）
・
事
業
所
協
定
（
因
の
〔
１
８
⑫
く
の
『
の
ご
ず
目
』
ロ
、
）

に
違
反
す
る
場
合
（
一
一
二
条
二
項
）
、
当
該
就
労
に
よ
り

獲
得
で
き
る
賃
金
が
失
業
手
当
の
算
定
基
礎
と
な
る
そ
れ

よ
り
も
一
定
比
率
を
超
え
て
低
額
な
場
合
（
同
条
三
項
）
、

労
働
時
間
と
比
較
し
た
際
に
一
定
程
度
を
超
え
て
通
勤
に

時
間
が
か
か
る
場
合
（
同
条
四
項
）
等
を
指
す
。

（
肥
）
同
手
当
に
関
す
る
本
稿
で
の
記
述
は
制
度
説
明
に
と
ど

ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
前
掲
注
（
４
）
で
示
し
た
日
本

社
会
保
障
法
学
会
第
五
四
回
大
会
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

（
皿
）
保
険
料
の
労
使
折
半
負
担
は
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
三
四
六
条
一
項

一
文
を
参
照
。
保
険
料
以
外
に
財
源
と
な
る
の
は
、
賦
課

金
（
ご
曰
一
緒
ｇ
）
・
連
邦
政
府
か
ら
の
支
出
（
三
一
［
［
の
｜
□
の
⑫

団
目
ロ
の
、
）
・
そ
の
他
の
収
入
（
８
口
且
、
の
四
目
呂
曰
の
ご
）
で

あ
る
（
同
法
三
四
○
条
）
。
な
お
、
同
法
一
一
一
六
一
一
一
条
一
項
は
、

Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
に
関
わ
る
経
費
と
し
て
、
二
○
○
七
年
に
六
四

億
六
八
○
○
万
ユ
ー
ロ
、
二
○
○
八
年
に
七
五
億
八
三
○

○
万
ユ
ー
ロ
、
二
○
○
九
年
に
七
七
億
七
七
○
○
万
ユ
ー

ロ
を
連
邦
政
府
が
Ｂ
Ａ
に
注
入
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
。

（
旧
）
社
会
法
典
第
六
編
「
法
定
年
金
保
険
（
○
⑦
い
①
［
昌
呂
の

宛
①
ご
§
く
：
】
・
芹
日
二
ｍ
）
」
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅵ
）
五
条
二
項
参
照
。

（
ｕ
）
こ
の
失
業
手
当
Ｉ
受
給
の
た
め
の
届
出
と
、
Ａ
Ａ
に
よ

る
職
業
紹
介
を
受
け
る
た
め
の
求
職
者
（
シ
３
四
［
旨
呂
①
己
①
）

と
し
て
の
届
出
（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ⅲ
三
七
ｂ
条
）
と
は
異
な
る
と

い
う
。
前
掲
注
（
ｕ
）
川
別
報
告
書
四
七
頁
［
渡
邊
絹
子

執
筆
］
参
照
。

シ
巨
酉
・
や
○
○
コ
功
・
□
○
南
．

等
参
照
。
く
ぬ
一
・
の
、
盲
目
シ
『
ワ
③
旨
『
⑪
。
胃
‐
昏
目
目
○
三
回
。

⑳
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お
け
る
上
田
真
理
会
員
の
報
告
は
、
当
該
手
当
に
関
す
る

裁
判
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
上
田

会
員
の
報
告
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
の
社
会
保
障
法
二

四
号
（
二
○
○
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
Ⅳ
）
こ
の
「
相
当
な
期
間
」
は
六
ヵ
月
と
解
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
ご
ｍ
一
・
国
一
口
用
の
｝
富
国
＆
の
廷
の
己
①
一
一
日
ご
穴
》
ｍ
○
国

Ｐ
Ｂ
Ｓ
》
窃
宛
ロ
・
昌
一
国
皀
三
ご
冨
巨
の
ａ
ｇ
Ｆ
勺
【
‐
、
○
国
Ｐ

Ｐ
．
シ
巨
酉
・
》
Ｐ
Ｃ
○
コ
》
函
丙
二
・
口
○
・

（
旧
）
当
該
共
同
体
の
構
成
員
は
、
①
稼
得
能
力
を
有
す
る
要

扶
助
者
（
七
条
三
項
一
号
「
②
稼
得
能
力
を
有
す
る
婚
姻

し
て
い
な
い
未
成
年
の
子
供
と
同
一
家
計
で
（
百

四
口
房
冨
一
［
）
生
活
す
る
両
親
ま
た
は
一
方
の
親
、
当
該
一

方
の
親
と
同
一
家
計
で
生
活
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
（
勺
月
月
『
）

（
同
項
二
号
）
、
③
同
項
一
号
に
掲
げ
る
要
扶
助
者
の
パ
ー

ト
ナ
ー
（
同
項
三
号
・
具
体
的
に
は
、
長
期
に
別
居
し
て

い
な
い
配
偶
者
、
当
該
要
扶
助
者
と
夫
婦
類
似
共
同
体
で

生
活
し
て
い
る
者
、
長
期
に
別
居
し
て
い
な
い
生
活
パ
ー

ト
ナ
ー
（
ぽ
す
目
②
己
目
口
の
『
）
を
指
す
『
④
右
①
～
③
該
当

者
の
未
婚
・
未
成
年
か
つ
同
一
家
計
に
あ
る
子
供
で
、
当

該
子
供
の
収
入
・
資
産
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
生
計
を
維
持

で
き
な
い
者
（
同
項
四
号
）
で
あ
る
。

（
ｐ
）
そ
の
額
は
、
「
直
近
に
受
給
し
た
失
業
手
当
Ｉ
と
住
宅

手
当
法
（
三
○
言
、
の
一
・
ｍ
①
、
の
日
）
に
基
づ
い
て
受
給
し
た
住

宅
手
当
（
三
○
冒
晒
の
一
ｓ
と
の
合
計
額
」
か
ら
「
失
業
手
当

Ｉ
を
受
給
し
た
本
人
お
よ
び
当
該
本
人
と
需
要
共
同
体
で

生
活
す
る
構
成
員
に
支
払
わ
れ
る
失
業
手
当
Ⅱ
ま
た
は
社

会
手
当
の
合
計
額
」
を
除
し
た
額
の
三
分
の
二
で
あ
る
（
同

条
二
項
）
。

た
だ
し
、
給
付
一
年
目
は
、
加
算
手
当
受
給
権
者
本
人

（
路
）
因
ぐ
の
副
○
ｍ
一
己
・
出
一
・

は
一
六
○
ユ
ー
ロ
、
当
該
本
人
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
有
し
て

い
る
場
合
は
全
体
で
三
二
○
ユ
ー
ロ
、
当
該
本
人
と
需
要

共
同
体
で
同
居
す
る
未
成
年
の
子
供
一
人
あ
た
り
に
六
○

ユ
ー
ロ
を
上
限
と
し
て
（
同
条
三
項
『
給
付
二
年
月
は
、

そ
れ
ら
が
五
○
％
減
額
さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
（
同
条
一
項

二
文
）
。

（
別
）
前
掲
注
（
Ⅱ
）
肋
別
報
告
書
五
五
頁
［
吉
田
和
央
執
筆
］

等
参
照
。

（
Ⅲ
）
筆
者
は
、
二
○
○
七
年
一
月
に
、
連
邦
労
働
社
会
省
や

Ｂ
Ａ
の
ほ
か
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
に
設
置
さ
れ
た
協
同
組
織

（
旧
東
・
西
地
区
の
各
一
箇
所
）
を
訪
問
・
調
査
す
る
機

会
を
得
た
。

一
ユ
ー
ロ
・
ジ
ョ
ブ
に
対
し
て
は
様
々
な
評
価
が
あ
る

が
、
協
同
組
織
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
就
労
す

る
に
あ
た
っ
て
当
然
の
習
慣
（
時
間
厳
守
や
身
嗜
み
等
）

を
長
期
失
業
者
に
思
い
出
さ
せ
る
・
身
に
つ
け
さ
せ
る
と

い
う
意
味
で
、
一
ユ
ー
ロ
・
ジ
ョ
ブ
は
有
益
で
あ
る
と
一

定
積
極
的
に
評
価
す
る
実
務
担
当
者
に
も
遭
遇
し
た
。

（
皿
）
く
、
一
・
ラ
［
［
ロ
へ
一
三
三
三
・
日
ワ
の
旨
四
ｍ
ｇ
［
貝
Ｑ
の
一
Ｎ
の
二
百
巳
の
７
，
○
二
［
の
貝

へ
庁
『
・
の
牙
。
［
－
－
８
目
、
ｇ
へ
旨
〔
⑩
旦
○
の
の
、
宮
の
旨
ワ
８
８
［
‐
９
ｓ
も
農

対
す
る
失
業
手
当
Ⅱ
受
給
者
数
の
推
移
は
、
二
○
○
五

年
に
四
九
八
万
人
余
、
二
○
○
六
年
に
五
四
○
万
人
弱
、

二
○
○
七
年
に
五
三
○
万
人
弱
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

筆
者
は
、
協
同
組
織
の
実
務
担
当
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
、
失
業
給
付
Ⅱ
受
給
者
の
再
就
職
支
援
や
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
等
に
つ
き
、
当
該
組
織
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
Ａ
Ａ
と
地
方
自
治
体
（
福
祉
部
門
）
と
の
情
報
交
換

や
協
働
が
効
果
的
に
培
わ
れ
た
成
功
例
を
伺
っ
た
だ
け
に
、

協
同
組
織
に
関
す
る
今
後
の
動
向
が
気
が
か
り
で
あ
る
。

（
別
）
前
掲
注
（
、
）
肋
別
報
告
書
六
一
頁
以
下
［
吉
田
和
夫

執
筆
『
お
よ
び
、
そ
こ
で
参
照
さ
れ
た
独
語
文
献
を
参
照
。

な
お
、
前
掲
注
（
４
）
で
示
し
た
日
本
社
会
保
障
法
学
会

第
五
四
回
大
会
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
名
古
道
功

会
員
の
報
告
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
低
賃
金
労
働
あ
る
い

は
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
と
し
て
ミ
ニ
・
ジ
ョ
ブ
も
検
討
し

て
い
る
。

（
妬
）
く
、
一
・
宮
［
己
ミ
ミ
ミ
ミ
・
目
且
・
す
－
Ｎ
の
二
目
｝
Ｐ
Ｃ
⑪
Ｓ
ｍ
へ
、
の
２
－
Ｃ
の
ヘ

ロ
○
三
コ
一
○
■
□
、
①
貝
の
『
｛
。
ｍ
の
回
ｏ
言
の
■
ご
Ｑ
ｍ
白
口
⑫
［
房
の
ロ
へ
｝

Ｃ
臣
自
国
一
い
す
の
１
．
言
の
□
冨
］
Ｎ
へ
Ｐ
Ｓ
三
勺
□
田
‐
四
‐
□
巨
目
巳
口
・

［
の
日
ロ
盲
［
の
丘
Ⅱ
Ｂ
三
七
『
○
℃
①
耳
】
Ⅱ
己
■
す
一
一
日
［
一
○
コ
国
一
の
・
で
□
ご
勺
ロ
田
‐
Ｐ
‐

名
目
四
一
Ｐ
ｂ
烏

（
妬
）
丸
谷
浩
介
「
失
業
時
の
生
活
保
障
と
し
て
の
一
雇
用
保
険
」

日
本
労
働
法
学
会
誌
一
一
一
号
（
二
○
○
八
年
）
三
○
頁

（
と
く
に
四
○
頁
以
下
）
も
同
様
の
視
点
に
立
つ
と
思
わ

れ
る
。

く
な
か
う
ち
さ
と
し
）
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●
ｌ
お
詫
び
と
訂
正

ｊ
本
誌
一
六
八
四
号
（
二
月
下
旬
号
）
掲
載

の
中
内
哲
「
ド
イ
ツ
の
失
業
保
険
制
度
」
に
お

き
ま
し
て
、
左
記
に
列
挙
し
て
い
ま
す
よ
う
に

独
単
語
の
ス
ペ
ル
お
よ
び
改
行
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
二
九
頁
三
段
目
右
か
ら
一
五
行
目

［
誤
］
シ
己
０
１
旨
］
○
ｍ
①
邑
胴
①
宣

［
正
］
少
己
①
房
Ｉ
］
○
ｍ
三
ｍ
①
］
且

・
二
九
頁
三
段
目
右
か
ら
一
六
行
目

［
誤
］
涼
】
］
且
〕
①
ｌ
三
・
の
①
ロ
㈹
①
丘

［
正
］
涼
】
盲
ｌ
す
①
三
○
ｍ
①
信
①
］
ロ

・
三
一
頁
二
段
目
左
か
ら
五
行
目

［
誤
］
二
三
目
ご
臼
↓
［
正
］
星
三
口
＆
臼
①

○
三
一
一
頁
二
段
目
左
か
ら
六
行
目

［
誤
］
三
①
旨
＆
＆
臼
－
陣
①
↓
［
正
］
三
ｓ
己
①
１
９
島
①

一
」
の
誤
り
は
編
集
部
く
校
正
ミ
ス
に
よ
る
も

の
で
す
。
皆
様
に
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（

■
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